
　

自
然
環
境
に
な
る
べ
く
負
荷
を
か
け

な
い
暮
ら
し
を
目
指
そ
う
と
「
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
変
革
」
に
視
点
を
置
く
活

動
が
活
発
化
し
て
い
る
。「
二
酸
化
炭

素
の
排
出
削
減
」
な
ど
国
や
企
業
が
掲

げ
る
目
標
と
連
動
し
、
衣
食
住
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
の
生
活
の
あ
り
方
を
見
直
そ
う

と
い
う
試
み
だ
。

　　

環
境
省
の
森
里
川
海
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

を
務
め
る
社
会
起
業
家
や
タ
レ
ン
ト
、

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ

得
意
分
野
で
チ
ー
ム
を
組
み
、「
衣
食

住
か
ら
起
こ
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
シ
フ

ト
」
を
合
言
葉
に
今
秋
か
ら
新
た
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
す
る
。
そ
の
「
キ

ッ
ク
オ
フ
」
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が
９

月
14
日
、
東
京
都
港
区
の
「
Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ｔ

Ｈ　

Ｌ
Ａ
Ｂ
」（
バ
ー
ス
・
ラ
ボ
）
で

行
わ
れ
、
当
日
の
様
子
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
配
信
さ
れ
た
。

　

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
は
、
環
境
省
が
２
０

環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い
暮
ら
し
改
革

イフスタイルラ

国
、
企
業
と
連
動
し
て
衣
食
住
の
あ
り
方
を
見
直
す

流
化
室
の
浜
島
直
子
室
長
は
「
生
物
多

様
性
の
保
全
は
、
気
候
変
動
の
問
題
と

同
じ
ぐ
ら
い
重
要
」
と
強
調
。
同
省
ア

ン
バ
サ
ダ
ー
事
務
局
を
担
当
す
る
河
野

竜
二
さ
ん
＝
ア
ー
ス
デ
イ
東
京
事
務
局

長
＝
は
「
そ
れ
ぞ
れ
が
行
動
を
起
こ
す

こ
と
が
大
切
」
と
呼
び
か
け
た
。

動
物
た
ち
の
福
祉
の
向
上
を　

　

東
京
都
港
区
の
都
立
産
業
貿
易
セ
ン

タ
ー
で
は
、
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発

目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
に
向
け
、「
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

２
０
２
２
」
が
９
月
16
〜
18
日
に
開
か

れ
た
。
有
機
農
産
物
や
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

コ
ッ
ト
ン
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
（
公
正

貿
易
）
製
品
な
ど
の
出
展
や
団
体
の
企

画
展
示
の
ほ
か
、
セ
ミ
ナ
ー
が
実
施
さ

れ
た
。

　
「
ア
ニ
マ
ル
ウ
エ
ル
フ
ェ
ア
サ
ミ
ッ

ト
」
で
は
、「
ザ
・
ヒ
ュ
ー
メ
イ
ン
・

リ
ー
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
代
表
の
上
原
ま

ほ
さ
ん
が
、「
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
政
策
と

企
業
の
動
き
」
と
題
し
て
現
状
を
報
告

し
た
。
同
団
体
は
、
ア
ニ
マ
ル
・
ウ
ェ

ル
フ
ェ
ア
（
家
畜
福
祉
）
を
広
め
る
た

め
の
米
国
発
祥
の
組
織
で
、
卵
用
に
飼

育
さ
れ
て
い
る
鶏
の
飼
育
環
境
の
改
善

な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
、
鶏
を
収
容
し
た
小
さ
な

ケ
ー
ジ
を
積
み
上
げ
て
飼
育
す
る
「
バ

タ
リ
ー
ケ
ー
ジ
」
が
主
流
だ
が
、
欧
米

で
は
、
鶏
を
狭
い
空
間
に
閉
じ
込
め
な

い
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
へ
の
転
換
が
進
み
、

「
鶏
卵
の
調
達
に
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
を
条

件
に
す
る
『
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
宣
言
』
を

出
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
は
１
０
０
を

超
え
て
い
る
」
と
い
う
。

　

日
本
で
も
大
手
ス
ー
パ
ー
や
食
品
会

社
が
、
ア
ニ
マ
ル
・
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の

指
針
を
出
す
な
ど
の
動
き
が
出
て
き
た

が
、「
価
格
競
争
、
効
率
化
の
た
め
に

鶏
が
ど
ん
な
環
境
で
飼
育
さ
れ
て
い
る

か
。
そ
の
実
情
は
、
消
費
者
に
は
あ
ま

り
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。
市
民
が
声
を

上
げ
て
変
化
を
起
こ
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
し
た
。

　
「
有
機
食
材
学
校
給
食
サ
ミ
ッ
ト
」

に
は
、
京
都
府
亀
岡
市
の
桂
川
孝
裕
市

長
が
参
加
し
た
。
同
市
で
は
有
機
農
業

の
普
及
に
力
を
入
れ
、
学
校
給
食
へ
の

地
元
産
有
機
米
の
導
入
を
進
め
る
。
桂

川
市
長
は
「
安
心
安
全
な
食
は
も
と
よ

り
、
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
も
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
な
ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換
は
有

効
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
な
ど

を
含
め
、環
境
を
改
善
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
た
。

る
佐
々
木
さ
ん
は
、「
自
分
自
身
を
大

切
に
し
な
い
と
、
他
者
や
他
の
生
き
物

を
大
事
に
で
き
な
い
」
こ
と
か
ら
、「
セ

ル
フ
ラ
ブ
」
を
挙
げ
た
。

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
チ
ー
ム
は
今
後
、

こ
の
「
４
Ｓ
」
に
つ
い
て
学
び
、
対
話

し
、
一
人
一
人
が
実
現
し
た
い
世
界
観

に
出
会
う
環
境
を
共
創
す
る
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
を
企
画
し
て
い
く
。

　

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
住
環
境
、
ア
ー

ト
・
エ
ン
タ
メ
な
ど
各
チ
ー
ム
の
ア
ン

バ
サ
ダ
ー
も
紹
介
さ
れ
た
。
食
・
農
チ

ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た
歌
手
の
Ｙ

ａ
ｅ
（
や
え
）
さ
ん
は
、
有
機
農
業
の

実
践
者
、
故
藤
本
敏
夫
さ
ん
を
父
に
持

つ
。「
父
が
他
界
し
て
20
年
。
千
葉
県

鴨
川
市
に
開
い
た
農
園
を
夫
と
継
い
で

い
る
が
、
収
穫
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
て
都
市
の
人
々
に
も
来
て
も
ら

い
、
地
域
の
農
業
を
元
気
に
す
る
き
っ

か
け
に
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

環
境
省
自
然
環
境
局
生
物
多
様
性
主

１
４
年
末
に
設
立
し
た「
つ
な
げ
よ
う
、

支
え
よ
う
森
里
川
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
い
わ
ば
サ
ポ
ー
タ
ー
だ
。
同
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
目
標
の
一
つ
は
、「
一
人
一

人
が
、
自
然
資
源
で
あ
る
森
里
川
海
の

恵
み
を
支
え
る
社
会
を
つ
く
る
」こ
と
。

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
は
、
都
市
と
地
域
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
広
め
て
い
く
役

割
を
期
待
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
３
０

人
余
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。
今
回
、
新

た
に
結
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
の
う
ち
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
チ
ー
ム
が
ト
ー
ク
に
登

場
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
執
筆
家
、「
森
の
生

活
者
」
と
し
て
活
動
す
る
四
角
大
輔
さ

ん
、
社
会
起
業
家
で
一
般
社
団
法
人

「D
esign of your Life

」
代
表
理
事
の

大
葉
ナ
ナ
コ
さ
ん
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
ホ

リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
テ
ィ
協
会
」
代

表
理
事
の
岸
紅
子
さ
ん
、
環
境
活
動
家

の
佐
々
木
依
里
さ
ん
の
４
人
。
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、「
４
Ｓ
」
を
掲
げ
た
。

　

４
Ｓ
と
は
「
シ
ン
プ
ル
」「
ス
モ
ー

ル
」「
ス
ロ
ー
」「
セ
ル
フ
ラ
ブ
」
の
こ

と
。「
シ
ン
プ
ル
」
を
提
案
し
た
四
角

さ
ん
は
、
レ
コ
ー
ド
会
社
で
の
勤
務
を

経
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
拠
点
を
移

し
、
現
在
は
、
原
生
林
に
囲
ま
れ
た
湖

畔
の
家
で
、
自
給
自
足
的
な
生
活
を
送

っ
て
い
る
。
自
分
が
求
め
る
暮
ら
し
を

追
求
し
て
い
く
う
ち
に「
ミ
ニ
マ
ル（
最

小
限
）
な
暮
ら
し
は
環
境
へ
の
負
荷
が

少
な
い
と
気
づ
い
た
」
と
い
う
。

　

岸
さ
ん
が
勧
め
る
「
ス
モ
ー
ル
」
は

「
小
さ
い
こ
と
の
幸
せ
」「
小
さ
な
循

環
」
な
ど
を
意
味
し
、大
葉
さ
ん
の
「
ス

ロ
ー
」
は
「
丁
寧
に
」「
時
間
を
か
け

て
熟
す
」
と
い
っ
た
思
い
が
込
め
ら
れ

る
。「
大
量
生
産
、
大
量
消
費
が
地
球

環
境
を
壊
し
て
き
た
。『
足
る
』
を
知

る
こ
と
が
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
に
つ
な
が
り

ま
す
」
と
大
葉
さ
ん
。
瞑
想
家
で
も
あ

環
境
省
の
浜
島
直
子
生
物
多
様
性
主
流
化
室
長
（
左
端
）
と
、
森
里

川
海
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
よ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
４
人
の
メ
ン
バ
ー

＝
東
京
都
港
区
で
９
月
14
日

有
機
食
材
学
校
給
食
サ
ミ
ッ
ト
の
後
、
亀
岡
市
の

ブ
ー
ス
を
訪
れ
た
桂
川
孝
裕
市
長

期
間
中
は
、「
ザ
・
ヒ
ュ
ー
メ
イ
ン
・
リ
ー
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
と
「
ア
ニ

マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
フ
ー
ド
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ジ
ャ
パ
ン
」（
Ａ
Ｗ
Ｆ
Ｃ
Ｊ
）

に
よ
る
企
画
展
示
の
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
た
＝
東
京
都
港
区
で
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